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「
親
力
を
上
げ
笑
顔
あ
ふ
れ
る     

       

環
境
づ
く
り
に
向
け
て
」

　

平
成
28
年
度
の
白
山
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会（
市
P
連
）

会
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た

古
本
達
明
で
す
。
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
活
動
を
経
て
、
市
Ｐ

連
で
は
5
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。2
0
0
5
年
に
創

設
さ
れ
た
市
P
連
は
6
人

の
歴
代
会
長
が
バ
ト
ン
を
繋

ぎ
、
昨
年
度
に
10
周
年
の

節
目
を
迎
え
て
記
念
祝
賀

会
を
挙
行
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
年
度
よ
り
新
た

な
時
代
を
歩
む
べ
く
活
動

し
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
秒

進
分
歩
の
ご
と
く
変
化
し

続
け
、
保
護
者
で
あ
る
我
々

が
足
踏
み
し
て
い
る
と
時
代

の
流
れ
に
取
り
残
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
た
め
、
保
護
者
も
時

代
の
流
れ
に
敏
感
と
な
り
、

社
会
情
勢
を
含
め
た
知
識

を
身
につ
け
て
親
力
を
向
上

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
た
ち
が
過
ご

す
時
間
の
多
く
は
学
校
で

す
が
、
寝
食
す
る
の
は
家

庭
で
あ
り
、
我
々
保
護
者

が
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
土
台
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
笑
顔
で
成
長
す

る
姿
は
、
何
事
に
も
代
え

難
い
最
高
の
宝
で
あ
り
、
保

護
者
が
享
受
で
き
る
大
き

な
悦
び
で
す
。
市
内
全
て
の

児
童
生
徒
か
ら
笑
顔
が
絶

え
な
い
、
そ
ん
な
家
庭
・
学

校
・
社
会
に
な
る
よ
う
、
地

域
社
会
や
関
連
諸
機
関
への

働
き
か
け
を
通
し
て
、
家

庭
や
教
育
環
境
の
充
実
と

発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
P
連
は
今
年
度
、様
々

な
観
点
か
ら「
親
力
向
上
」

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
た
情

報
発
信
は
も
と
よ
り
、
子

育
て
に
関
し
て
同
じ
悩
み
を

有
す
る
保
護
者
に
向
け
た

情
報
交
換
会
、い
じ
め
・
不

登
校
・
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

を
含
め
た
社
会
環
境
に
対

応
す
る
た
め
の
研
修
会
な

ど
を
企
画
し
ま
す
。
我
々

の
活
動
に
対
し
て
少
し
で
も

興
味
を
持
っ
て
頂
き
、参
加

し
た
く
な
る
よ
う
な
企
画

を
立
案
し
て
い
き
ま
す
。
参

加
頂
け
た
な
ら
、
得
る
も
の

が
あ
っ
た
と
感
じ
て
も
ら
え

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
企
画
は
、
単
位

P
T
A
を
通
じ
て
全
戸
配

布
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
市

P
連
と
し
て
の
思
い
を
ど
う

か
ご
理
解
頂
き
、
皆
様
の
ご

協
力
を
賜
り
た
く
、
今
年

度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
いい
た
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
6
月
4
日（
土
）〜

5
日（
日
）、
白
峰
温
泉
ホ
テ
ル
八

鵬
に
お
い
て
、
白
山
市
内
27
小
中

学
校
の
P
T
A
・
育
友
会
・
育
成

会
会
長
を
対
象
に
単
位
P
T
A

会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
小
学
校
2
、
中
学
校
1

の
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
P
T
A

活
動
や
組
織
・
役
員
選
考
等
に
つ

い
て
情
報
交
換
・
意
見
交
換
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
二
日
目
は「
会
長

と
し
て
の
抱
負
〜
会
長
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
！
」
を
テ
ー
マ
に
3
分

間
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
、
各
単
位

P
T
A
会
長
の
皆
さ
ん
が
今
年
度

の
P
T
A
活
動
に
対
す
る
熱
い
思

い
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

6
月
4
日（
土
）〜
5
日（
日
）、

白
峰
温
泉
ホ
テ
ル
八
鵬
で
単
位

P
T
A
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
中
学
校
の
分
科
会
に

参
加
し
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内

容
を
参
加
メ
ン
バ
ー
で
確
認
し
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
司

会
、
書
記
の
副
会
長
の
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な（
笑
）進
行
が
良
く
て
、
参

加
者
全
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
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五つの誓い

　私たちは、未来を拓くたくまし
い子どもの成長を願い、“親とし
て”“大人として”ともに成長して
いくと同時に、家庭・学校・地域
が相互に信頼関係を築き、連
携・協力していくことにより、子
どもが明るく、元気に活動でき
る教育環境の充実を目指して、
この「五つの誓い」を守ります。

学校の教育方針のもと、活
力ある学校づくりに協力・
支援します。

1.

積極的に学校行事やPTA
活動に参加し、会員相互
の理解に努めます。

2.

地域の一員としての自覚を
持ち、地域の方 と々協力し
連携を深めます。

3.

子どもと向き合い話し合い、
よき理解者となります。4.
子どもを守り育て、しつける
ことに責任を持ち、よき模範
となります。
5.

平成20年11月27日制定

子
は
親
の
鏡
！

日
時
：
平
成
28
年
6
月
4
日（
土
）〜
5
日（
日
）

場
所
：
白
峰
温
泉
ホ
テ
ル
八
鵬

　

5
月
7
日（
土
）グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
白
山
に
於
い
て
、
平
成
28
年
度
白
山
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
に
は
ご
来
賓
の
方
々
を
は
じ
め
、
市
内
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
1
6
4
名
と
多
く
の
方
に
ご
出
席
を
頂
き

ま
し
た
。
始
め
に
恒
例
の「
五
つ
の
誓
い
」を
唱
和
の
後
、
今
年
度
か
ら
就
任
し
た
古
本
達
明
新
会
長
の
新
た
な
決
意
の

挨
拶
に
続
き
、
村
本
一
則
市
議
会
議
長
、
松
井
毅
市
教
育
長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
議
事
で
は
昨
年
宣
言
し

た「
自
転
車
乗
車
ヘル
メ
ッ
ト
着
用
宣
言
」に
関
す
る
報
告
と 

成
果
や
、
そ
の
他
す
べ
て
の
審
議
事
項
に
つ
い
て
ご
承
認
を

頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
加
藤
法
栄
市
校
長
会
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
開
宴
と
な
り
ま

し
た
。
各
学
校
の
皆
さ
ま
方
そ
れ
ぞ
れ
が
、こ
の
歓
談
の
場
を
通
じ
て
懇
親
を
深
め
合
う
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
は
佐
賀
一
夫
市
Ｐ
連
運
営
幹
事
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
で
締
め
括
り
、
大
い
に
充
実
し
た
総
会
及
び
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。

白
山
市
P
T
A
連
合
会
会
長  

古
本 

達
明

単位PTA（単P）
小中学校の保護者と
教職員の会

● 地域（町内会など）との
　連携
● 周辺の学校との連携

白山市PTA連合会（市P連）
27単位PTA（約9000世帯）

● 単位PTAの代表が
　集まって活動
● 市の機関、関係団体と
　の連携

日本PTA全国協議会（日P）
● 都道府県、政令指定都市
　の代表が集まって活動
● 国の機関、関係団体と
　の連携

石川県PTA連合会（県P）
東海北陸ブロック
PTA協議会
9ブロック

● 市の代表が集まって
　活動
● 都道府県、政令指定都市
　の機関、関係団体との
　連携

白山市PTA連合会とは

「PTA」は何の略かご存じですか？
　Parent（ペアレント）  …………………  保護者　
　Teacher（ティーチャー）   ……………  教師
　Association（アソシエーション） ……  協会　
という意味で、その頭文字をとってPTAと呼んでいます。この名称の示すとおり、
PTAは、親と教師で構成され、両者が対等の立場で学習し、自己を高めていく
団体です。また、PTAは、すべての児童生徒のための活動というのが本来のあ
り方です。我が子だけではなく、我が子を取りまく地域、学校、保護者と協力し
て活動する団体です。
 単Ｐ（タンピー）って？
　PTAはそれぞれの学校単位に作られています。「単位PTA」略して「単P」と呼ば
れ、各小学校・中学校の保護者と教職員で構成されます。
 市Ｐ連（シピーレン） って？
　市Ｐ連とは市内単位PTAを会員としたPTA組織のことです。白山市PTA連合会
は、白山市内２７単位PTAの会員約9,000名からなる組織です。市Ｐ連は情報交
流や学びの場であり、研修会・講演会の開催や、白山市、白山市校長会・教頭会、
その他関係諸団体と連携し、PTA活動の充実強化と白山市の教育振興に寄与す
ることを目的に活動しています。
　また、単位PTAで解決できないような問題であれば、組織力を生かし、市Ｐ連
を活用することで情報の発信・集約や意見・陳情することもできます。

平成28年度 市P連役員・常任委員の皆さん

役　

職

氏　

名

学
校
名（
単
P
役
職
）

会　

長

古
本
　
達
明

北
陽
小
学
校

副

会

長

木
村
　
俊
夫

松
任
小
学
校

山
本
　
恵
史

千
代
野
小
学
校

柚
木
　
重
彦

明
光
小
学
校

加
藤
　
彰
教

白
峰
小
学
校

松
村
　
　
圭

北
星
中
学
校

盛
本

　
　
匠

美
川
中
学
校

運
営
幹
事

川
本
　
　
務

松
任
中
学
校

佐
賀
　
一
夫

美
川
小
学
校

西
田

　
貴
子

鶴
来
中
学
校

会
計
監
事

北
　
　
伸
昭

東
明
小
学
校

校長会代表
常
任
委
員

日
向

　
彰
子

明
光
小
学
校
校
長

出
村

　
幹
夫

鳥
越
中
学
校
校
長

会
計
監
事

本
保

　
義
浩

北
星
中
学
校
校
長

教頭会代表
運
営
幹
事

野
本

　
武
志

蕪
城
小
学
校
教
頭

南
山

　
俊
朗

白
峰
小
学
校
教
頭

常
任
委
員

後
山

　
利
佳

松
陽
小
学
校
教
頭

板
倉

　
　
徹

朝
日
小
学
校
教
頭

参　

与

中
村

　
治
郎

学
校
教
育
課
長

徳
井

　
孝
一

生
涯
学
習
課
長

単
Ｐ
代
表

常
任
委
員

小
中

　
和
也

松
任
小
学
校（
会
長
）

熊
谷

　
貴
秀

東
明
小
学
校（
会
長
）

西
村

　
謙
一

北
陽
小
学
校（
会
長
）

奥
井

　
智
幸

旭
丘
小
学
校（
会
長
）

浦
　
　
秀
和

蕪
城
小
学
校（
副
会
長
）

滝
沢

　
朝
和

千
代
野
小
学
校（
会
長
）

南
　
　
哲
也
松
陽
小
学
校（
会
長
）

川
下

　
陽
子

石
川
小
学
校（
市
P
常
任
）

吉
村

　
陽
子

松
南
小
学
校（
副
会
長
）

吉
田
健
太
郎

湊
小
学
校（
副
会
長
）

山
口

　
智
弘

美
川
小
学
校（
会
長
）

山
本

　
洋
平

蝶
屋
小
学
校（
会
長
）

出
口

　
隆
行

朝
日
小
学
校（
副
会
長
）

白
坂

　
佳
菜

明
光
小
学
校（
副
会
長
）

宮
本

　
裕
夫

広
陽
小
学
校（
会
長
）

中
田

　
　
哲

鳥
越
小
学
校（
副
会
長
）

織
田

　
政
彦

白
峰
小
学
校（
副
会
長
）

井
口

　
二
郎

河
内
小
学
校（
副
会
長
）

木
村
ゆ
か
り

白
嶺
小
中
学
校（
副
会
長
）

掛
野

　
俊
介

松
任
中
学
校（
副
会
長
）

稲
田
ユ
カ
リ

北
星
中
学
校（
副
会
長
）

二
木

　
宏
和

光
野
中
学
校（
副
会
長
）

古
城

　
　
忠

笠
間
中
学
校（
書
記
）

斉
藤

　
善
裕

美
川
中
学
校（
会
長
）

中
村

　
春
樹

鶴
来
中
学
校（
副
会
長
）

作
本
　
秀
樹

北
辰
中
学
校（
会
長
）

西
口
　
英
孝

鳥
越
中
学
校（
会
長
）

石
川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
副
会
長

北
田
　
朋
幸

美
川
中
学
校

事
務
局
長

木
村
　
牧
子

開
催
日 

： 

平
成
28
年
5
月
7
日（
土
） 

会
　
場 

： 

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
白
山

平成28年度

白山市PTA連合会組織

白
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長  

松
井
毅

単
位
P
T
A
会
長
会
議
開
催

委
員
会
活
動
目
標

　

市
P
連
は
昨
年
、
10
周

年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。
広
報
紙
に
お
い

て
も
名
称
を「
白
山
」か
ら

「
か
が
や
き
」に
変
更
し
、

紙
面
も
A
2
サ
イ
ズ
に
大

き
く
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

「
か
が
や
き
」の
紙
面
と

し
て
は
2
年
目
と
な
り
ま

す
。
今
年
度
も
広
報
紙
は

2
回（
7
月
、
3
月
）発
行

い
た
し
ま
す
。
広
報
紙
発

行
に
向
け
て
、
原
稿
依
頼
、

原
稿
作
成
、
掲
載
内
容
の

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
広
報
紙
か
ら
市
P
連

の
活
動
を
よ
り
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
く
為
に
、

魅
力
あ
る
紙
面
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
一
層
充

実
さ
せ
、
現
会
員
だ
け
で

は
な
く
、
今
ま
で
の
会
員

や
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
P
T
A
と
は
何
？
P
T
A

は
面
倒
だ
！
で
も
実
際
、

携
わ
っ
て
み
る
と
楽
し
い
こ

と
も
多
く
自
分
自
身
が
成

長
で
き
た
か
も
⁉
』を
発

信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
長　

柚
木  

重
彦

　

市
P
連
は
、
市
内
全
て

の
児
童
生
徒
が
母
校
に
誇

り
を
持
ち
、
笑
顔
で
卒
業

し
て
い
け
る
よ
う
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
手
を
取
り

合
え
る
環
境
づ
く
り
を
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
大
切
な
土
台

と
な
っ
て
い
く
の
が
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
保
護
者
並

び
に
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
強
固

な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に

も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
は
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

市
Ｐ
連
で
は
昨
年
度
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
場
と

し
て「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
座
談
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。
家
庭
教

育
委
員
会
は
こ
の
事
業
を

今
年
度
の
事
業
の
柱
と
す

る
と
共
に
、
更
に
毎
年
二

回
の
開
催
の
定
着
を
今
後

の
目
標
と
し
、
先
般
第
一

回
が
終
了
し
ま
し
た
。
悩

み
を
抱
え
る
者
同
士
が
問

題
を
共
有
し
、
意
見
を
交

換
す
る
こ
と
の
出
来
る
場

が
市
Ｐ
連
に
あ
る
こ
と
が

皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
と
な

り
、一
本
の
矢
が
二
本
に
も

三
本
に
も
し
て
い
け
る
よ
う

な
力
強
い
活
動
と
し
て
い
け

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

委
員
長　

加
藤  

彰
教

　

本
年
度
新
設
さ
れ
た
教

育
環
境
委
員
会
で
は
、
い

じ
め
・
不
登
校
、
ネ
ッ
ト
環

境
、
交
通
安
全
等
、
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
の
諸
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
い
じ
め
・
不
登
校
の
問
題

で
は
誰
に
も
相
談
出
来
ず

に
孤
独
に
対
応
し
て
い
る

児
童
生
徒
や
保
護
者
も
い

る
で
し
ょ
う
。
ネ
ッ
ト
環
境

へ
の
対
応
は
各
家
庭
だ
け

で
は
対
応
し
き
れ
な
い
問

題
で
す
。
日
々
の
交
通
安

全
は
子
ど
も
た
ち
に
指
導

す
る
だ
け
で
な
く
関
係
各

所
と
の
連
携
が
不
可
欠
で

す
。
本
年
度
は
、
家
庭
教

育
委
員
会
と
連
携
し
、
諸

問
題
を
話
し
合
い
、
よ
り

多
く
の
情
報
を
集
め
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
社
会
環
境

に
対
し
課
題
や
情
報
を
市

Ｐ
連
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
か
ら
頂
い
た
課
題

や
情
報
を
基
に
、
同
じ
悩

み
を
抱
え
、
同
じ
子
ど
も

た
ち
を
思
う
立
場
の
者
同

士
話
し
合
い
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
市
Ｐ
連
の
枠
組

み
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、

よ
り
有
益
な
情
報
を
共
有

で
き
る
様
、
情
報
を
発
信

し
て
行
き
ま
す
。

委
員
長　

木
村  

俊
夫

広
報
委
員
会

家
庭
教
育
委
員
会

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
時
間

が
経
つ
に
つ
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
話

に
発
展
し（
脱
線
で
は
な
く
発
展

で
す（
笑
））、
あ
っ
と
い
う
間
の
3

時
間
で
し
た
。
P
T
A
と
い
う
と
、

〝
前
年
の
継
承
〞と
い
う
流
れ
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
参
加
者
の
各
単

位
P
T
A
会
長
の〝
熱
い
思
い
〞〝
ゆ

る
い
思
い
〞な
ど
幅
広
く
聞
く
こ

と
が
で
き
て
、
自
分
の
P
T
A
に

持
ち
帰
り
、
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
そ
う
で
す
。
中
学
校
と
い

う
、
い
ろ
い
ろ
難
し
い
時
期
の
子

ど
も
を
持
つ
親
と
し
て
、
白
山
市

の
中
学
校
、
地
域
の
小
中
学
校
の

P
T
A
会
長
と
情
報
交
換
が
で

き
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
る
こ

と
が
で
き
た
会
長
会
議
で
し
た
。

準
備
を
さ
れ
た
、
会
長
は
じ
め
役

員
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

北
辰
中
学
校
P
T
A
会
長

作
本 

秀
樹

　

今
年
、
私
に
と
っ
て
こ
の
会
長

会
議
が
市
Ｐ
連
関
係
行
事
へ
の
初

参
加
で
し
た
。

　

元
来
こ
と
の
ほ
か
人
見
知
り
が

激
し
い
私
は
、
皆
さ
ん
と
う
ま
く

打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
と
、
当
日
ま
で
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
日
私
が
若
干
遅

れ
て
参
加
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

誰
一
人
と
し
て「
あ
ん
た
誰
や
」な

ど
と
言
わ
ず
に
温
か
く
迎
え
入
れ

て
く
だ
さ
り
、
ま
た
私
の
分
の
お

昼
の
ざ
る
う
ど
ん
定
食
も
ち
ゃ
ん

と
取
っ
て
お
い
て
く
れ
て
お
り
、
改

め
て
市
Ｐ
連
の
仲
間
意
識
の
強
さ
、

懐
の
深
さ
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　

私
は
市
Ｐ
常
任
委
員
を
兼
任
し

て
い
な
い
た
め
、
こ
の
会
長
会
議

は
他
校
の
会
長
さ
ん
と
接
す
る
こ

と
の
で
き
る
数
少
な
い
機
会
で
す
。

し
か
し
今
年
は
都
合
で
翌
朝
に
早

退
す
る
な
ど
皆
さ
ん
と
話
す
時
間

が
足
り
ず
、
空
気
を
つ
か
み
き
れ

な
い
ま
ま
、
若
干
ス
ベ
リ
気
味
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
も
う
少
し
努
力
し
ま
す

の
で
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

北
星
中
学
校
P
T
A
会
長

松
村 

圭

住　所 〒924-0872 石川県白山市古城町2番地 
 白山市松任文化会館
電　話 076（276）8040
ＦＡＸ 076（276）5612
e-mail info@hakusan-pta.com
ＵＲＬ http://hakusan-pta.com

事務局

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
、
本
市
の
学
校

教
育
に
対
し
て
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
は
、「
子

は
親
の
鏡
」と
い
う
言
葉
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
の
考
え
方
や
そ
の
行

動
は
、
親
が
何
を
大
切
に

し
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を

し
て
い
る
か
、
親
の
言
動

が
そ
の
ま
ま
子
ど
も
に
影

響
を
与
え
、
そ
の
結
果
、

鏡
の
よ
う
に
子
ど
も
に
映

し
だ
さ
れ
る
、
と
い
う
こ

と
か
ら
生
ま
れ
た
よ
う
で
、

ア
メ
リ
カ
の
教
育
学
者
ド

ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・
ノ
ル
ト
氏

の
詩
の
タ
イ
ト
ル
で
す
。

　

あ
る
家
庭
の
話
で
す
が
、

上
の
子
が
下
の
子
を
し
か

る
時
の
口
調
が
親
と
そ
っ

く
り
で
、
と
て
も
驚
い
た
よ

う
で
す
。
親
が
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
る
時
期
は
、
そ
っ
く

り
そ
の
ま
ま
子
ど
も
も
イ

ラ
イ
ラ
し
て
い
た
と
聞
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
意
識
し

て
上
の
子
を
褒
め
て
優
し

く
接
す
る
よ
う
に
し
た
ら
、

不
思
議
な
こ
と
に
子
ど
も

も
下
の
子
に
す
ご
く
優
し

く
接
し
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

親
の
精
神
状
態
や
接
し

方
は
、
直
接
、
子
ど
も
に

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
大
切
な
家
族

の
一
員
で
す
。
子
ど
も
は
、

本
当
に
日
々
親
か
ら
学
ん

で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大

人
に
な
っ
た
と
き
、
そ
れ

を
人
生
の
糧
と
し
て
生
き

て
ゆ
く
の
で
す
。
だ
か
ら
、

日
頃
の
家
庭
の
過
ご
し
方

が
と
て
も
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

家
庭
は
、
す
べ
て
の
教

育
の
出
発
点
で
す
。
毎
日

の
生
活
の
中
で
子
ど
も
が

良
い
習
慣
や
規
範
意
識
な

ど
正
し
い
徳
性
を
身
に
付

け
る
と
と
も
に
、
家
族
へ

の
信
頼
感
や
思
い
や
り
の

心
を
育
む
場
所
で
す
。

　

ま
た
、
家
庭
は
心
の
安

ら
ぎ
や
ぬ
く
も
り
を
感
じ

る
場
所
で
あ
り
、
家
族
を

中
心
と
し
た
交
わ
り
の
中

で
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
礎
を
学
び
、
子
ど
も
は

愛
情
を
受
け
て
大
切
に
育

て
ら
れ
て
き
た
と
い
う
体

験
か
ら
自
分
を
大
切
に
す

る
心
を
育
み
ま
す
。
で
す

か
ら
、
家
庭
は
人
間
教
育

の
素
地
と
言
わ
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
人
格
形
成
に

と
っ
て
、
子
ど
も
と
向
き

合
う
大
人
が
、
毎
日
、
生

き
生
き
と
表
情
豊
か
に
生

活
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
大
人
同
士
も
十
分
に

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

平成28年度 白山市PTA大会
お 知 ら せ

12月10日（土） 13：30～
鶴来総合文化会館クレインにて開催！

詳細は10月に児童生徒に
配布するチラシをご覧ください。 入場無料

教
育
環
境
委
員
会

単
位
P
T
A
会
長
会
議
に

参
加
し
て
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子どもを交通事故から守りましょう!!!
～自転車乗車時にはヘルメットの着用を～

自転車ヘルメット購入費用を助成します!!
対象者 市内に住所を有する幼児・児童の保護者
 ※幼児：市内に住所を有する６歳未満の者
 ※児童：市内に住所を有する６歳以上１３歳未満の者（中学生を除く）

助成額 1,000円（販売価格が1,000円に満たない時はその価格）
 ※必ず市内の事業協力店で購入してください。
 ※一人3年に一回が限度です。
 ※「自転車ヘルメット購入助成券」が必要です。

　そういった「たから」を改
めて再発見してほしいとい
う意図も込めて、各校の
PTA会長に原稿をお寄せ
いただきました。
　お子さんが通われてい
る学校の「たから」を知るこ
とで、学校をより身近に、
また親しみを感じていただ
けたら幸いです。

　市P連広報紙「かがやき」第22号をお届けします。
　昨年度は10周年の節目を迎え、「10年の軌跡」と題し市P

連創立以来の歴史を振り返ってみました。皆様楽しんでいただけたでしょうか？
　今年度から新たな時代を歩んでいくことになります。今号では、「これぞっ！ 
わが校のたから」と題して、他の学校に紹介したい、自慢したい宝物を掲載
させていただきました。自分の子どもが通う学校だけではなく、他校の宝物も
見てみたい、交流してみたいと思っていただければ幸いです。
　市P連の活動やお知らせ、市内小中学校27校のPTA活動を広報紙やホー
ムページを通して情報発信していきます。今年度からは特に、読んで楽しい、
勉強になった、次号が楽しみだと思っていただけるような内容にしたいと考え
ています。これからも皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

（広報委員長   柚木  重彦）

編集後記

お問い合わせは
市民生活部地域安全課まで
☎274－9537（直通）

児童生徒数 教職員数 計

小学校 6,642 437 7,079
中学校 3,372 229 3,601
計 10,014 666 10,680

（2016.5.1現在）

　今回は「これぞっ！わが校のたから」と題して、各校の「たから」を紹介します。
　それぞれの学校の「たから」と呼ぶにふさわしいものが必ずあるはず。
　それは、自慢できるものであったり、その学校にしかないものであったり。
　また、ものに限らず、場所であったり人であったり。

めざせ 内閣総理大臣賞！
「税」に関する作品募集!

中学生を対象に「税」をテーマに作品（作文、書道、ポ
スター）を大募集します。作文は優秀作品には、内閣
総理大臣賞、総務、財務、文部科学の各大臣賞等、
書道、ポスターについては、石川県知事賞、白山市
長賞その他各賞が贈られます。日本一目指して頭を
ひねり、腕をふるってみよう。
 
提出締め切り ： 平成２８年９月５日（月）
問い合わせ先 ： （公）松任法人会 事務局 ２７４－３１５７

7

“学校のみんな”が
宝物
松陽小学校の子どもたちみんなに、「学
校の宝物って何だと思う？」と質問してみ
ました。PTAの活動方針にも取り入れて
いる読書への取り組みが浸透しているよ
うで、「図書室」という答えも多かったの
ですが、一番多かったのが「友達」と「先
生」という答えでした。実は内心一番期待
していた答え
だったのでと
ても嬉しい結
果となりまし
た。

松
しょう

陽
よ う

小学校

27

あいさつあふれる
学校
鳥越中学校は、生徒会を中心にして、毎
朝あいさつ運動を行っています。このあ
いさつ運動を通して、生徒全員が明るく
元気にあいさつしています。学校外でも、
積極的にあいさつしている姿を見て、「あ
いさつが自然にできている」とうれしくな
ります。このあいさつが鳥越中学校の自慢
（宝）です。

鳥
と り

越
ご え

中学校

9

健やかに育て
松南っ子
5月に田植えをして9月に稲を刈り取る農
体験。7月にはＰＴＡ農園で取れたじゃが
いもを使ってオリジナルカレーを作る宿泊
体験。そして11月の松南食育フェアでは
餅つきや食育の授業で考案した「ジオレシ
ピ」を発表・試食。一 年を通して色々な食
への取り組みが行われており、子どもた
ちが健やかに
育つ環境があ
ることが自慢
です。

松
しょう

南
な ん

小学校

12

宝物だと気づく事、
それが大切
蝶屋小の宝は、潮の香る中、桜の木・田
んぼ・線路・霊峰白山・・・この学窓から望
む景色の中、勉強する蝶屋っ子たち。そ
して、子どもたちが元気で、この風景が
ある蝶屋校区を大好きになるようサポート
してくれる人達の心、それが蝶屋小の宝
です。故郷を愛し自慢出来る事。それは
昔以上に大変な時代を進んで行く子ども
たちにとって
最高の宝で
あり、心の支
えになるの
ではないで
しょうか。

蝶
ちょう

屋
や

小学校

16

白山に見守られての
楽しい給食
素直で元気な子どもたち、いつも温かく
見守って下さる地域、全員参加で奉仕
作業や資源回収で汗をかいてくださる保
護者の皆さん。そしてもうひとつ、全校
児童が一堂に会して給食を食べるランチ
ルームは、大きな窓か ら、われらが白山
が美しく気高くやさしく見守ってくれてい
ます。この素
敵な環境こそ
が鳥越小学校
の宝物です。

鳥
と り

越
ご え

小学校

15

権兵衛さんの
おくり物
広陽小学校には、校歌の他に児童の誰
もが歌える「七ヶ用水誕生物語～権兵衛
さんのおくり物～」という歌があります。
「七ヶ用水の父」と言われる枝権兵衛さん
の偉業を称える歌で、全校集会では欠か
さず歌われています。この歌を歌い継い
でいくことで地域の偉人を知り、郷土愛
を育んでくれ
るものと思っ
ています。

広
こ う

陽
よ う

小学校
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学校のあちこちで
読書！
学校の階段踊り場で書籍紹介をしていま
す。１～２週に１度、展示本を更新。本
を目にしたり手にとったりしやすく、生徒
が読書に親しむきっかけになっています。
学校図書館での本の展示はもちろんです
が、生徒とＰＴＡによるビブリオバトルの取
り組みや、朝読書の活動などを通して学
校全体で読書
しやすい環境
ができていま
す。

松
ま っ

任
と う

中学校
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つながり
白嶺小中学校は、学校統合9年目を迎え
る今日までの間、白峰・尾口・吉野谷地
域、それぞれに深く根差した地域文化の
異なりを偏ることなく尊重してくれたおか
げで、学校が地域に溶け込みつつあり、
異なる地域をつないでくれました。白山・
手取峡谷の自然の恵みがそうであるよう
に、今では学
校の存在自体
がわたしたち
の宝物です。

白
は く

嶺
れ い

小中学校

6

子どもたちの
輝く笑顔
千代野小学校の宝物は、「子どもたちの
輝く笑顔」です。「かしこく  やさしく  たく
ましく  礼儀正しい」千代野っ子です。授
業中は、目を輝かせて勉強しています。
たてわり活動を通して、いろいろな学年
の子とお友だちになり、たくさん遊びま
す。学校では、子どもたちのさわやかな
あいさつが飛
び交います。
何事にもがん
ばる姿がとて
も素敵です。

千
ち

代
よ

野
の

小学校
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目指せ“あいさつ”と
“花壇”で日本一！！
昨年度、花いっぱいコンクール中学校の部
で最優秀賞をいただき、石川県一になるこ
とができました。準備など大変ですが、毎
年教職員、PTA、生徒一丸となって近所の
方も見に来てくれるくらいの花壇を作ってき
ました。今年度は、花壇に加え、あいさつ日
本一を目標としています。PTAの活動目標
にも、あいさつの
質の向上を入れ、
相手の目を見た
あいさつを行い、
北辰中学校の宝
として、あいさつ
と花壇を育てて
いきたいです。

北
ほ く

辰
し ん

中学校
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蕪城小学校の宝物
わが校には仕切りのないオープンな図書
コーナー「メディアホール」があります。毎
日、図書館司書の方がお世話してくれま
す。絨毯ばりですので利用する児童は靴
を脱いで入り静かに本を読んだり読みたい
本を選んだりしています。学校の中心にあ
りオープンにしたことにより利用しやすさ
が抜群です。
何より本が好
きになるきっ
かけとしても
最高の“宝ス
ペース”です。

蕪
ぶ

城
じょう

小学校
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植
う

える花
か

夢
む

（Welcome）
私達の学校では、学校、生徒、保護者、
地域ボランティアの方々が一緒に花壇作
りに取り組んでいます。そこで育てられた
大切な花々を、生徒会がＦＦＰ（フラワーフ
レンドリープロジェクト）として高齢者へ思
いやりと感謝を持って届けます。色とりど
りの花に囲まれながら、楽しく学べるよう
に取り組み続
けたいと思い
ます。

鶴
つ る

来
ぎ

中学校
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地域との交流
私達の旭丘小学校は、地域の方々にご協
力頂き、親子ふれあい田植え、親子ふれ
あい稲刈り、そしてそのお米を使っての餅
つきフェスティバルを行っております。先
日行われた親子ふれあい田植えでは、沢
山の子どもたちの輝く笑顔があふれ、又、
地域、先生方、保護者の交流が一層深ま
りました。こ
の交流こそが
私達の学校の
宝です。

旭
あさひ

丘
がおか

小学校
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生徒全員で決めた
『美中宣言』
美中生として誇れる目標を決めるに当た
り、生徒全員が何か出来ることがないか
生徒一人一人が意見を出し合い決めた4
つの宣言（約束）です。宣言文は生徒直筆
で正面玄関口に大きな額縁に入れて設置
してあります。また、各教室にも貼ってあ
ります。生徒は毎朝、必ず宣言を見て4
つの約束を心に刻み各教室へと向かいま
す。

美
み

川
かわ

中学校

3

笑顔で創る
挨拶の『わ』！！
このタイトルは、私たち北陽小学校育友
会のスローガンです。子どもたちをはじ
め、先生方、保護者の方々を含めて、み
んなの「笑顔」にこだわっています。笑顔
こそ私たち学校の宝なのです。毎年秋
に実施する北陽祭のスローガンも「Let’s 
Enjoy ! Smile  HOKUYO !」（楽しもうよ！
笑顔の北陽！）
です。みんな
を笑顔にでき
る学校、それ
が北陽小学校
なのです。

北
ほ く

陽
よ う

小学校
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諸先輩方の思いを
伝える板
笠間中学校が創立した時の正式名称は、
石川村外二ヶ村組合立笠間中学校とい
い、三つの村で組合を作って運営されて
いました。昭和29年に松任町に合併され
たので、松任町立笠間中学校という名前
になりました。子どもたちのために学校を
作ろうという思いが、ここに込められてい
る様な気がします。時を超えた大事な宝
です。

笠
か さ

間
ま

中学校

2

校歌のレリーフ
体育館には卒業制作の木彫レリーフが30
年近く掲げられている。正面左右には「校
歌」があり校歌斉唱を見守り続けている。
後方上部には「田植え」「稲刈り」「収穫」が
あり、昭和61年度から順に制作された。
その年代がちょうど保護者として戻ってき
ている。その思い如何であろうか。学校
の宝物と考える所以である。

東
と う

明
め い

小学校
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われら光野中（^^）｠ 
みんなの宝!!
先ずは、地域の皆様のあたたかいご厚情の
もと、本年、創立35周年を迎えることがで
きました。この場をお借りして感謝申し上
げます。さて、わたしの学校の宝物ですが、
昨年、男子バレーボール部が全国優勝を果
たすことができました。これは、先生方をは
じめ生徒一人ひとりの希望がひとつになっ
た証であると確信しております。

光
ひかり

野
の

中学校

1

松小の始まりは
寺子屋から
我が松任小学校の自慢は、歴史の長さで
す。創立は明治5年で、今年はなんと第
145回目の入学式でした。また、松任で
は天保13年に「汲古堂（きゅうこどう）」と
いう名の寺子屋が設立されており、幕末
には児童数が240名もいました。寺子屋
の先生は松小創立とともに、教員になっ
たので、「松小の始まりは寺子屋から」と
もいえます。

松
ま っ

任
と う

小学校
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ボランティアの心
卒業生や在校生は、「きれいな校舎」「さわ
やかなあいさつ」「行事が盛り上がる」事を
自慢します。これらのことに加え、海岸清
掃や通学路のクリーン活動などボランティ
ア活動に取り組んでいます。「ボランティ
アの心」を大切にして、「自分は、何か他
にできることはないか」と心がけて活動し
ています。

北
ほ く

星
せ い

中学校

8

わたしたちの
学校の宝物
私達、石川小学校のお宝と言えばこの２
つです。まずは、石川小学校の鐘です。
これは昭和１０年に建築された木造校舎の
頃にあったもので、数十年ぶりに発見され
た思い出の鐘です。今となってはどういう
使われ方をしていたのかは定かではありま
せんが、伝統ある当校の古き良き『宝物』
であります。もう一つは、今となっては珍
しい？ 二宮金
次郎像です。
正面玄関の横
で児童達を見
守ってくれて
います。

石
い し

川
か わ

小学校

10

湊小学校の宝物
湊小学校は明治6年3月に開設された歴
史ある小学校です。明治11年1月より現
在地に移り、昭和45年に現在の形になっ
ています校舎が新築されました。平成28
年3月に耐震大規模改装工事が完成し、
原形が残る新しい校舎になりました。親
子三世代で同じ校舎を見て小学校時代を
懐かしく思え
るのは湊小学
校の宝物です。

湊
みなと

小学校 11

長年に渡り
継承される鼓笛隊
ジャン、ジャン、ジャンジャ、ジャカジャ
カジャン
これは、美川小学校で古くから継承され
る鼓笛隊のドラムマーチという曲の最初
のフレーズです。約半世紀前から今も同
じ曲が5、6年生で引き継がれ演奏されて
います。小学校の運動会、また、美川地
区の運動会で
も演奏し、世
代を越えて地
域の方々にも
とても愛され
ている宝の曲
です。

美
み

川
か わ

小学校
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今でもこれからも
教室やグラウンドから見える獅子吼の山々
…。晴れた日には獅子吼の山を背にパラグ
ライダー達が飛び交い、また、小学校の展
望台からは雄大な手取川の流れと、その先
には遠く日本海までもが一望できます。こ
の当たり前にある豊かな自然こそが朝日小
学校の宝であり、子どもたちの成長をいつ
も見守る、かけがえのない宝物です。今で
もこれからも、私たちは未来ある子どもたち
のためにこの
宝を大切にし、
次世代へと繋
いでいきたい
と思います。

朝
あ さ

日
ひ

小学校
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きれいな学び舎
新校舎ということで「きれい」なのは当たり
前と思う人もいると思います。でもそれだ
けでは「きれい」を続ける事はできません。
子どもたちの「ものを大事にする」という心
も必要だと思いますが、何より日 「々きれ
いに掃除をする」という事が継続され、来
校される方々に「きれい」な明光小学校を
見ていただけ
ていると思い
ます。

明
め い

光
こ う

小学校
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屋根付きプール
本校は白山の麓にありますが、昔から水
泳に力をいれています。春になると、プー
ルサイドに特注のテントを張り屋内プール
へと変わります。只、標高が高い為、プー
ルの水温は非常に冷たいのですが、児童
も唇を青くしながら頑張っています。冬
季は豪雪地帯の為、テントは撤去します。
この環境づく
りが児童にとっ
て宝物だと感
じます。

白
し ら

峰
み ね

小学校
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冬の体育は
セイモアスキー場で！
3学期の体育は、毎週金曜日、午後から
セイモアスキー場に集合です。全校生徒
が参加するスキー教室。子どもたちは飲
み込みが早く、あっという間に上達しま
す。スキーの指導は地元 のベテランスキー
ヤー達。地域の子どもたちのためのボラ
ンティア先生です。子どもたちが小さな
体いっぱいに、
自然の雄大さ
を感じる素敵
な時間です。

河
か わ ち

内小学校


